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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,029人（ 14） 

　男　　24,353人（△1） 

　女　　27,676人（ 15） 

世帯数　22,535　（△3） 
6月1日現在 （　）は前月比 

泥にまみれて豊作願う「せっぺとべ」 
　約370年ぶりに作り直された大王殿（デ

オドン）が見守る中、御神田では白装束姿

のせっぺとべ衆が、唄を歌いながら勢い

よく跳びはね、今年の豊作を祈願しました。 

（詳しくは次号でお知らせします。） 
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伝
統
を
守
り
相
互
親
睦
で
住
み
良
い
郷
土
づ
く
り 

小
牧
自
治
会
（
吹
上
地
域
） 

▲小牧お出張いでのレクリエーション ▲窪田繁会長

▲六月燈のステージ

▲天徳寺跡の整備

い
歴
史
と
古
跡
の
多
く
残
る
小

牧
自
治
会
は
、
各
専
門
部
（
青

壮
年
部
、
体
育
部
、
婦
人
部
、
子
ど

も
育
成
会
）
を
中
心
に
自
治
会
活
動

は
、
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

年
、
四
月
に
開
催
す
る
「
小
牧

お
出
張
い
（
お
で
ば
い
）
は
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
行
事
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
小
牧
山
に
あ
る
南
方

神
社
に
詣
で
て
神
事
を
行
い
、
自
治

会
の
発
展
と
自
治
会
住
民
の
安
全
を

祈
願
。
そ
の
後
、
吹
上
勤
労
者
体
育

館
に
住
民
が
集
ま
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
図
り
ま
す
。 

月
燈
は
、
七
月
に
公
民
館
で
開

催
、
南
方
神
社
に
奉
納
献
燈
し

た
燈
篭
を
公
民
館
に
飾
り
ま
す
。 

　
館
内
で
は
、
生
花
や
い
き
い
き
サ

ロ
ン
で
作
成
し
た
折
り
紙
な
ど
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
外
の
舞
台
で
は
、

歌
や
踊
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
、
地
区
内
外
の
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

統
行
事
は
、
矢
旗
を
振
り
勇
壮

活
発
に
踊
る
伊
作
太
鼓
踊
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
太
鼓
踊
り
は
、
鹿

児
島
県
の
指
定
無
形
文
化
財
で
、
六

年
お
き
の
輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
毎

年
、
八
月
二
十
八
日
に
南
方
神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
湯

之
浦
地
区
（
南
湯
之
元
、
北
湯
之
元
、

ふ
も
と
、
小
牧
、
永
野
）
で
し
た
。 

域
に
あ
る
天
徳
寺
跡
（
て
ん
と

く
じ
）（
伊
作
島
津
家
墓
地
周
辺
）

の
整
備
を
青
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
、

二
日
間
か
け
て
、
今
年
四
月
に
行
い

ま
し
た
。
海
蔵
院
跡
（
か
い
ぞ
う
い

ん
）
の
清
掃
作
業
は
六
月
に
、
南
方

神
社
は
、
八
月
の
太
鼓
踊
り
に
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
引
き
継
い
で
き
た

伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
体
と
な

り
楽
し
め
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
連
帯
感
を
深
め
、
安
心
、
安

全
で
明
る
く
楽
し
ん
で
生
活
で
き
る

よ
う
な
、
活
気
の
あ
る
地
域
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

古 毎 

六 

伝 地 こ 
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小牧自治会 
（吹上地域） 

　
吹
上
地
域
の
中
心
部
伊
作
地

区
を
形
成
す
る
十
七
自
治
会
の

一
つ
小
牧
自
治
会
。
中
心
街
と

温
泉
街
の
中
間
に
位
置
し
、
平

成
二
十
一
年
六
月
一
日
現
在
で

百
十
一
世
帯
二
百
八
十
八
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
北
に
伊
作
川
、
南
に
湯
之
浦

川
が
流
れ
、
古
い
歴
史
と
古
跡

の
多
く
残
る
環
境
豊
か
な
地
域

で
す
。 

今月の 
表　紙 

こ
ま
き 



高配当をうたった「投資話」にご注意ください!高配当をうたった「投資話」にご注意ください!消費生活出張（出前）講座をご利用ください 消費生活出張（出前）講座をご利用ください 
　日置市には消費生活に関する相談が多く寄せられています。今回は、相談の中
から「投資話」の事例を紹介します。 

　商工観光課では、市民が悪質業者による契約トラ
ブルにあわないために消費生活出張（出前）講座を
行っています。講座は、悪質商法の手口や契約トラブ
ルの事例、対処法などを紹介しています。 

≪相談事例≫ 
　知人の紹介で、会員になって健康食品を
買い続ければ、年金のように配当を毎月受
け取れると勧誘された。家族や友人を紹介
すると、配当はさらに増えると言われ、老
後のための貯えにと思い契約した。　 
　１年間、商品を買い続けたが、説明され
た額の配当がなかったため解約した。その後、
業者と連絡がとれなくなった。 

・「絶対もうかる!」　「高配当が受け取れる!」など、消費
者心理につけこんで勧誘しますが、安易にもうかる話はあり
ませんので、気をつけましょう。 
・親しい人からの誘いでも、すぐに契約せずに、家族や周り
の人に相談しましょう。 
・業者と連絡が取れなくなった場合は、お金を取り戻すこと
は大変難しいです。 
・契約してしまった場合でもクーリング・オフや交渉により
契約を取り消せる場合もありますので、ひとりで悩まず消費
生活相談窓口へ相談しましょう。 

　クーリング・オフとは、訪問販売や電話勧誘販売等でいったん申し込みや契約をした場
合でも、その内容を記載した書面を受け取った日から一定期間は、消費者によく考える時
間を与え、必要ないと判断した場合には、無条件で申し込みの撤回や契約解除ができる制
度です（ただし、原則として店舗販売や通信販売には、クーリング・オフは適用されません）。 

　祝日を除く月・水・金曜日の午前９時から午後４時までの
時間帯に実施します。（夜間または休日などに講座を希望す
る場合は、事前にご相談ください。） 

講座実施日 

講座時間 

費　　用 

申し込み 

申し込み・お問い合わせ先 

講座実施日 

講座時間 

費　　用 

申し込み 

申し込み・お問い合わせ先 

講座実施日 

　講座の所要時間は、30分～60分程度です。（ご希望に応じて調整できます。）※啓発用ビ
デオを併用する場合もあります。 

講座時間 

　講座の費用は無料です。 

費　　用 

　お申し込みは、ご希望の１カ月前までにお願いします。他の団体と申し込みが重複する場
合は、ご希望の日に講座が実施できない場合があります。 

申し込み 

　本庁　商工観光課 
　TEL099－273－2111（内線1233） 
　FAX099－273－3063

申し込み・お問い合わせ先 

【消費生活相談窓口】 
本 庁 商 工 観 光 課  
東市来支所地域振興課 
日吉支所地域振興課 
吹上支所地域振興課 

※本庁商工観光課では、祝日を除
く毎週月・水・金曜日は、消費
生活相談員が対応します。 

273－2111 
274－ 2111 
292－ 2111 
296－ 2111

定額給付金を装った「振り込め詐欺」にご注意ください。 
　日置市や総務省などの職員が「定額給付金」の給付のために、手数料などを求めることはありませ
ん。「振り込め詐欺」と思ったら下記相談窓口へお問い合わせください。 

日置警察署　TEL099－273－0110

地上テレビ放送のデジタル化に便乗した詐欺が発生しています。 
身におぼえのない工事や代金請求にはご注意ください。 
　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その他関係機関がお金を請求することは一切ありません。不審
に思われる情報がありましたら、下記またはお近くの警察署までご連絡をお願いします。 
 
総務省九州総合通信局放送課　 
　　　　　　TEL096－326－7882　　受付時間　平日 8：30～17：15 
総務省地上デジタルテレビジョン放送受信センター　 
　　　　　　TEL0570－07－0101　　受付時間　平日 9：00～21：00　土・日・祝日 9：00～18：00



日
置
市
の
国
民
健
康
保
険 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

　
国
保
）
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
国
保
の
内
容
を
中
心
に
６

回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。 

　
※
シ
リ
ー
ズ
内
容
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

     

国
保
医
療
費
の
現
状 

　
国
保
に
係
る
医
療
費
は
、
全
国
的

に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
、
北
海

道
、
四
国
、
九
州
は
全
国
で
も
医
療

費
の
高
い
地
域
で
す
。 

　
平
成
１９
年
度
国
保
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
医
療
費
で
み
る
と
、
全
国

平
均
約
３９
万
１
千
８
百
円
に
比
べ
、

鹿
児
島
県
平
均
約
５０
万
２
千
円
で
全

国
平
均
の
１
・
２
８
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
１
参
照
） 

　
日
置
市
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
約
５９
万
８
千
６
百
円
、
県
内
で

４
番
目
に
高
い
自
治
体
で
す
。（
表

１
参
照
）
ま
た
、
年
齢
構
成
な
ど
を

考
慮
し
た
給
付
基
準
費
を
基
に
算
定

し
た
費
用
よ
り
給
付
実
績
費
が
高
い

た
め
、
国
か
ら
指
定
市
町
村
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
７

市
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

指
定
を
受
け
る
と
、
国
、
県
の
指
導

お
よ
び
援
助
の
も
と
、
医
療
給
付
費

な
ど
の
適
正
化
に
努
め
、
国
保
事
業

の
運
営
の
安
定
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

医
療
給
付
費
等
の
適
正
化
に
向
け
て 

　
市
は
、
医
療
費
給
付
費
な
ど
を
適

正
に
す
る
た
め
に
、
今
年
度
は
重
点

的
に
左
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

う
計
画
で
す
。 

①
意
識
啓
発 

　
○
被
保
険
者
に
年
六
回
の
医
療
費

通
知 

　
○
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布 

　
○
広
報
ひ
お
き
で
、
シ
リ
ー
ズ
掲

載 

②
訪
問
指
導 

　
○
重
複
、
多
受
診
者
へ
の
訪
問
指

導 

③
特
定
健
診
な
ど
の
実
施 

　
○
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
な
ど
受

診
勧
奨 

　
○
商
工
会
や
農
林
漁
業
団
体
へ
の

受
診
勧
奨
に
つ
い
て
の
働
き
か

け 

　
○
特
定
保
健
指
導
の
実
施 

④
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
推
進 

　
○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
希
望
カ

ー
ド
の
配
布 

⑤
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
地
区
と
の

協
働 

　
○
地
区
公
民
館
健
康
づ
く
り
活
動

委
託
事
業 

　
○
保
健
推
進
員
へ
の
協
力
要
請 

　
　
前
述
の
こ
と
を
通
じ
て
、
皆
様

に
次
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

☆
　
被
保
険
者
に
医
療
費
給
付
が
あ

る
事
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
。 

 

☆
　
特
定
健
診
な
ど
の
受
診
に
よ
り
、

病
気
を
早
期
発
見
し
、
重
症
化
を

防
止
す
る
。 

な
に
よ
り
も
大
事
な
こ
と 

　
市
も
医
療
費
等
適
正
化
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
が
、 

 

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

自
身
の
健
康
は
、「
自
分
で
守
る
」

こ
と
が
大
事
で
す
。
予
防
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
！ 

 

　
今
後
も
国
保
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

      

　
次
回
シ
リ
ー
ズ
２
　
国
保
資
格
取

得
、
喪
失
の
手
続
き
お
よ
び
制
度
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

・
・
・
・
・ 

「元気な市民づくり運動」 
イメージキャラクター 
「梅太郎」 

図１　鹿児島県　国保医療費の現状から抜粋 

▲当選証書付与式 

表１　鹿児島県国保医療費の現状などから抜粋 

▲体験活動（木工体験）への支援（飯牟礼小学校） 

平成19年度　県内で１人当たりの医療費が高い自治体 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 

湧水町 
南さつま市 
さつま町 
日置市 
蒲生町 
いちき串木野市 
大口市 

616,234 
606,842 
603,464 
598,610 
596,921 
596,735 
574,360

 
指定市町村 
 
指定市町村 
 
指定市町村 

順位 保険者名 医療費（円） 備　考 

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙 

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
は
、五
月

十
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
市
長
選
は
宮
路
高
光
氏（
58
）が
無
投
票
で
再
選
さ
れ
、市
議

選
は
同
月
十
七
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、即
日
開
票
の
結
果
、二
十

二
人
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
市
長
選
は
、
現
職
の
宮
路
高
光
氏

以
外
の
立
候
補
の
届
出
が
な
く
、
無

投
票
再
選
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
合
併
後
旧
町
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
い
た
四
つ
の
選
挙
区
が
撤
廃

さ
れ
、
定
数
も
三
十
人
か
ら
二
十
二

人
に
削
減
さ
れ
た
市
議
選
は
、
二
十

五
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。 

　
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
市
議
選
挙
（
得
票
順
　
敬
称
略
） 

　
投
票
総
数
　
　
二
九
、
一
七
〇
票 

　
有
効
投
票
　
　
二
八
、
九
二
六
票 

　
無
効
投
票
　
　
　
　
　
二
四
三
票 

　
不
受
理
　
　
　
　
　
　
　
　
一
票 

当
二
、三
四
二
　
池
満
　
　
渉
　
無
現 

当
一
、九
九
九
　
黒
田
　
澄
子
　
公
新 

当
一
、六
八
二
　
成
田
　
　
浩
　
無
現 

当
一
、五
一
二
　
出
水
賢
太
郎
　
無
現 

当
一
、三
五
四
　
田
畑
　
純
二
　
無
現 

当
一
、三
〇
九
　
坂
口
　
洋
之
　
社
現 

当
一
、二
六
九
　
並
松
　
安
文
　
無
現 

当
一
、二
四
七
　
佐
藤
　
彰
矩
　
無
現 

当
一
、一
八
〇
　
松
尾
　
公
裕
　
無
現 

当
一
、一
八
〇
　
栫
　
　
康
博
　
無
現 

当
一
、一
六
八
　
東
福
　
泰
則
　
無
新 

当
一
、一
一
四
　
山
口
　
初
美
　
共
新 

当
一
、一
一
一
　
漆
島
　
政
人
　
無
現 

当
一
、〇
七
四
　
中
島
　
　
昭
　
無
現 

当
一
、〇
五
六
　
大
園
　
貴
文
　
無
現 

当
一
、〇
四
九
　
長
野
瑳
や
子
　
無
現 

当
　
　九
七
九
　
西
薗
　
典
子
　
民
現 

当
　
　九
七
二
　
門
松
　
慶
一
　
無
現 

当
　
　九
四
五
　
花
木
　
千
鶴
　
無
現 

当
　
　九
二
三
　
田
代
　
吉
勝
　
無
現 

当
　
　九
二
二
　
上
園
　
哲
生
　
無
現 

当
　
　九
一
五
　
宇
田
　
　
榮
　
無
現 

　
　
　八
九
一
　
下
御
領
昭
博
　
無
現 

　
　
　五
一
〇
　
浅
井
　
良
一
　
無
新 

　
　
　二
二
三
　
前
田
　
　
稔
　
無
新 

　
森
林
環
境
税
は
、「
森
林
環
境
の

保
全
お
よ
び
森
林
を
す
べ
て
の
県
民

で
守
り
育
て
る
意
識
の
醸
成
」
を
目

的
と
し
た
税
制
度
で
、
本
県
で
は
平

成
十
七
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
公
益
上

重
要
な
森
林
な
ど
の
間
伐
の
実
施
や

地
域
環
境
を
生
か
し
た
森
林
の
整
備
、

間
伐
材
の
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
森
林
に

親
し
む
機
会
の
提
供
や
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。 

           【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

県
庁
　
林
務
水
産
課 

℡
0
9
9
‐
2
8
6
‐
3
3
3
2

東　市　来 

伊　集　院 

日　　　吉 

吹　　　上 

計 

男  

7 1 . 6 5  

6 5 . 1 1  

7 6 . 9 1  

7 2 . 9 0  

6 9 . 4 5

女  

7 2 . 4 6  

6 7 . 5 9  

7 8 . 5 5  

7 3 . 3 1  

7 1 . 1 4

計  

7 2 . 0 9  

6 6 . 4 4  

7 7 . 8 1  

7 3 . 1 3  

7 0 . 3 7

投　票　率 （単位：％） 

森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
の
取
り
組
み
の
推
進 

　
農
業
機
械
で
の
作
業
時
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
以
下
の
事
項
に

よ
る
安
全
作
業
を
心
掛
け
な
が
ら
、

農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。 

□
ゆ
と
り
を
も
っ
た
無
理
の
な
い
農

作
業
を
行
う
。 

□
農
業
機
械
や
作
業
場
所
の
点
検
・

整
備
を
十
分
に
行
う
。 

□
ほ
場
へ
の
進
入
路
や
段
差
、
路
肩

に
は
十
分
注
意
し
て
、
機
械
の
転

落
・
転
倒
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。 

□
耕
耘
機
に
よ
る
挟
ま
れ
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
作
業
場
所
の
安
全
性
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
い
つ
で
も

緊
急
停
止
で
き
る
よ
う
注
意
す
る
。 

□
一
般
道
路
で
の
走
行
は
、
低
速
走

行
や
一
時
停
止
な
ど
を
励
行
し
て

他
の
車
両
に
十
分
注
意
す
る
。 

□
農
作
業
中
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
作
業
は
明
る
い
う
ち
に
複
数

の
人
数
で
行
う
。 

□
農
作
業
中
の
災
害
に
備
え
、
労
災

保
険
等
に
加
入
す
る
。 

 

本
庁
　
農
林
水
産
課
農
政
係 

℡
0
9
9
‐
2
7
3
‐
2
1
1
1
 

（
内
線
1
1
5
4
） 

ご
注
意
！ 

農
作
業
事
故
が
多
発 

特
に
乗
用
ト
ラ
ク
タ
で
の
事
故
防
止
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
！ 



住宅用火災警報器  

暑くなったら要注意!
を防ぎましょう!「熱中症」 「熱中症」 

　熱中症とは、体の外と内の“あつさ”によって引き起こされる、さまざまな体の不調で
あり、読んで字のとおり、「熱に中（あた）る」という意味を持っています。 
　運動が活発になるこの時期は、熱中症が起こりやすい時期です。体調管理に十分注意し
てください。 

【火災に早く気付き、命を取りとめることができた事例】 
　居住者が２階で就寝中、隣の部屋に設置されている住宅用火災警
報器の音に気付き確認したところ、居室内の椅子の上の衣類などか
ら炎がでているのを確認した。 
　初期消火は失敗したものの、早期に発見し避難できたため、当時
在宅の母親と幼児二人にけがはなかった。 
 
【早く気付き、火災発生または拡大に至らなかった事例】 
　居住者（90才）が鍋で油揚げを温めるため、１階台所のガスコン
ロに火をつけたまま外出。鍋から発煙し、階段上部に設置されてい
る住宅用火災警報器が鳴った。 
　隣人が、住宅用火災警報器の警報音に気付き外に出たところ排気
口から煙を発見し119番通報するとともに、勝手口から台所へ入り
ガスコンロの火を消した。 

予　防　法 
　１．こまめに水分・塩分をとりましょう。 
　２．直射日光は避けましょう。 
　３．睡眠を十分とりましょう。 
　４．休憩は風通しのよい涼しい場所でとりましょう。 
対　処　法 
　１．意識の状態を確認してください。 
　２．衣服を緩め、必要に応じて衣服を脱がします。 
　３．涼しい場所で休ませ、症状に応じて冷却を行う。 
　４．意識がはっきりしているときは、水分補給を行う。 

【消防本部・消防署へのお問い合わせ先】 
　　日置市消防本部　消 防 署　0 9 9（ 2 7 2 ）0 1 1 9  
　　　　　　　　　　北分遣所　0 9 9（ 2 7 4 ）0 1 1 9  
　　　　　　　　　　南分遣所　0 9 9（ 2 9 9 ）3 0 1 9

住宅用火災警報器  

2009年全国統一標語 

消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子 

平成23年5月31日 
までの設置が義務化 
されています。 

普通救命講習会 
～大切なひとの命を救うために～ 

　突然、心臓や呼吸が止まってしまった
人を救うためには、そばに居合わせた人
が救命処置をすることが大事です。 
　そういう時のために、心肺蘇生法など
を含む普通救命講習を受講しませんか。 
　グループまたは１人から受講が可能です。 
　講習時間は３時間で、講習会最後に「講
習修了証」を発行します。 

◎ 団員募集 ◎ 
　消防団は、わが街を災害から守るとい
う使命感のもと、地域の防災リーダーと
して幅広い活動を行っています。 
　しかしながら、その一方で消防団員の
減少や消防団員の高齢化などの問題が生
じてきており、その充実強化が最大の課
題となっています。 
　あなたも自分のまち、みんなの街、そ
して大切な家族を守るため、消防団活動
に参加してみませんか。 
　若い方々はもとより、志のある方々の
入団を心からお待ち申し上げております。 
 
日置市消防本部 

総務課　消防団係まで 

救急車と消防車の同時出動 
…救急現場に消防車も出動する場合もあります… 

　「救急車を呼んだのに、消防車まで来た!」
とビックリされる場合もあると思いますが、
救急隊だけでは円滑な救急救命活動が困
難と思われる場合に、消防隊が出動して
救急支援活動を行います。 
◎火災と間違わないようにご注意ください。 
 
皆さまのご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

鹿児島県救助技術指導会 

　５月 29日に東市来町の鹿児島県消防学
校で、第 32回鹿児島県消防救助技術指導
会が開催され、当消防本部からも４種目
に21人が参加しました。 
　ほふく救出の部で、重水チーム（重水
啓徳・中渡瀬裕樹・濱田仁）が１位となり、
８月の全国大会（横浜市）へ出場します。 



平成21年度　自治　会長を紹介します!平成21年度　自治　会長を紹介します!
　地域のまとめ役として、１年間よろしくお願いします。 

　住みよい地域づくりのためには、市民の皆さんの協力が必要です。自治会活動への積

極的な参加をお願いいたします。 

◆日吉地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

二 潟  

山 田  

日 新  

熊 野  

西 郷  

日 置 麓  

帆 之 港  

奥　　正行 

的場　　勝 

今別府利行 

谷山　宏明 

中原　　攻 

宮内　　博 

満尾　利親 

292－2693 

292－2535 

292－2976 

292－3886 

292－2913 

292－2189 

292－4063

自治会名 自治会長名 電話番号 

八 幡  

柿 之 谷  

諏 訪  

 
草 見  

笠 ヶ 野  

毘 沙 門  

山口　義光 

久保　勲一 

赤間　孝一 

 
松元　純市 

笠野　邦彦 

中島　春洋 

292－3230 

292－2483 

292－2461 

292－4203 

292－2354 

292－2786 

292－2701

自治会名 自治会長名 電話番号 

上 方 限  

四 郎 園  

下 方 限  

麓 東  

天 神 馬 場  

上 之 馬 場  

犬 之 馬 場  

元 町  

向 江 町  

中 央 通  

駅 前  

銀 天 通  

出 樋  

城 山  

荒 瀬  

小 城  

瀬 戸 内  

徳 重 東  

猪 鹿 倉  

清 藤  

郡 上  

郡 内  

末永　義弘 

福永　安裕 

正木　厳範 

坂下　正行 

上村　良佑 

川越　信雄 

石神　三郎 

山口　清寛 

橋口正太郎 

家村　仲五 

徳留　秋輝 

家村　紀弘 

岩永　啓義 

浜田　盛遠 

前田　純正 

御領園　實 

上野　義信 

酒匂　靖夫 

三窪　　昭 

松崎　弘安 

松尾　弘文 

福留　輝美 

272－2352 

273－1525 

273－3558 

272－4509 

272－3580 

273－5946 

272－4430 

273－1022 

273－3525 

272－2815 

272－2009 

273－1650 

272－2035 

272－2689 

273－1586 

272－4171 

272－4654 

273－2024 

272－4739 

273－2472 

273－5294 

273－1454

自治会名 自治会長名 電話番号 

宮 脇  

中 福 良  

平 古  

郡 下  

大 田 上  

大 田 中  

大 田 下  

久 木 野 々  

飯 牟 礼 下  

腰 

善 福  

飯 牟 礼 上  

飯 牟 礼 中  

古 城  

恋 之 原  

下 土 橋  

上 土 橋  

中 川  

竹 之 山  

麦 生 田 下  

麦 生 田 中  

麦 生 田 西  

田村　紘一 

奥　　祐義 

向井　隆之 

林田　栄次 

西原　高晴 

入船　武久 

伊集院　勲 

今村　福治 

岡村　　豊 

川嵜　　進 

腰　　　悟 

宮川　善徳 

榎園　俊郎 

西山　益穂 

森　　俊郎 

和田　文男 

仮屋　国孝 

山下　志信 

弓場　健一 

吉村　建二 

米倉　　忠 

丸田　逸郎 

272－2390 

273－1516 

272－4603 

273－1801 

272－2563 

273－1526 

273－1034 

273－6567 

272－7223 

273－2897 

273－0318 

273－3924 

273－5906 

273－6475 

273－6433 

273－1928 

273－9315 

273－9718 

273－9203 

273－1970 

272－3081 

273－2255

自治会名 自治会長名 電話番号 

麦 生 田 東  

上 神 殿  

中 神 殿  

下神殿１区 

下神殿２区 

下神殿３区 

下神殿４区 

桑 畑  

野 田  

寺 脇  

朝 日 ヶ 丘  

立 野  

妙円寺１区 

妙円寺２区 

妙円寺３区 

妙円寺５区 

妙円寺６区 

妙円寺７区 

妙円寺８区 

妙円寺９区 

つつじヶ丘１区 

つつじヶ丘２・３区 

林田　秀雄 

柳田　秀吉 

内　　豊光 

水口　勝雄 

北之園重遠 

下御領伸一 

吉村　忠久 

重留　　静 

畠中　千秋 

小山田　恵 

窪田　義次 

北角　幸人 

松元　邦弘 

田中　輝雄 

永井　秀久 

山下穗八郎 

松元　健二 

常深　　勇 

平　　美治 

佐多　申至 

久保　耕治 

前田　唯男 

273－9346 

273－9783 

273－2367 

272－5968 

273－1355 

273－2925 

272－5431 

273－5438 

273－3405 

273－5090 

272－3077 

272－4243 

273－6366 

273－2096 

273－1134 

272－3795 

273－0417 

272－5894 

273－5620 

273－3188 

272－2627 

272－0516

自治会名 自治会長名 電話番号 

草 原  

北 区  

中 区  

南 区  

扇 尾  

牧内　重光 

鳩野　　學 

鳩野　哲盛 

手塚　英司 

上田平重夫 

292－2436 

292－2054 

292－3983 

292－4374 

292－2368

◆伊集院地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

西 本 町  

東 本 町  

坂 元  

多 宝 寺  

ふ も と  

小 牧  

北 湯 之 元  

南 湯 之 元  

緑 ヶ 丘  

窪 田  

宮 坂  

上 中 之 里  

下 中 之 里  

南 宮 内  

東 宮 内  

西 宮 内  

中 津  

亀 原  

花 熟 里  

小 野 浜  

小 野 馬 場  

満留寿五郎 

原田　昌作 

竹内　正信 

黒川　勝美 

池上　成年 

窪田　　繁 

下村　俊治 

田原　嘉治 

中村　節子 

松元　孝子 

　田　　修 

大木下　光 

山下　正成 

鳥越満壽夫 

平峯　健蔵 

畠中　幸輝 

高田　　仁 

井上　克己 

原口　三善 

岩元　　巌 

田畑　則雄 

296－2028 

296－2635 

296－4751 

296－3723 

296－3718 

296－2970 

296－5177 

296－4067 

296－2235 

296－2461 

296－4095 

296－3828 

296－5072 

296－2238 

245－1850 

296－3602 

296－3092 

296－3881 

296－5123 

296－6578 

296－2466

自治会名 自治会長名 電話番号 

小 野  

下 田 尻  

中 田 尻  

上 田 尻  

芋 野  

野 首  

下 与 倉  

藤 元  

赤 仁 田  

上 与 倉  

田 之 尻  

永 野  

今 観 龍  

平 鹿 倉  

日 添  

苙 口  

瀬 谷  

助 代  

上 和 田  

中 和 田  

下 和 田  

坂上　晃一 

下村　盛義 

堤　　宏治 

井之上作次 

岩崎　洋征 

宮原　　勉 

城倉　国栄 

四元　久美 

三窪　薩男 

窪田　和洋 

中馬　三志 

地頭所正征 

馬籠　君夫 

馬籠　敦男 

田中　安男 

田中　房蔵 

榊　　秀徳 

坂口　正視 

中村　　正 

上床　耕造 

妹尾　正信 

296－5405 

296－5953 

296－5719 

296－5155 

296－5702 

296－3676 

296－3707 

296－5483 

296－6160 

296－5662 

296－6193 

296－4179 

296－5175 

296－3870 

296－6136 

296－3107 

296－2684 

296－2197 

296－5199 

296－2902 

296－6282

自治会名 自治会長名 電話番号 

苙 岡  

入 来  

西 原  

入 来 浜  

今 田  

小 永 吉  

原 園  

上 草 田  

中 草 田  

下 草 田  

浜 田  

川 中  

新 川 原  

永 吉 中 央  

七 呂  

印 口  

鍋 谷  

松 下  

坊 野  

下窪　秋男 

西園　一幸 

中村清一郎 

堀切　茂正 

原田　和治 

肥後　　博 

安藤　道也 

井前　輝己 

田中　吉久 

畠中　達男 

畠中　貞治 

恒吉　英治 

甲斐　安城 

胸元　光盛 

前田　睦則 

今屋　政市 

山口　　操 

安藤　輝也 

高田　正光 

296－5990 

296－5712 

296－2399 

296－3633 

296－5073 

296－5017 

297－2014 

297－2101 

299－3355 

299－3550 

299－3123 

297－2514 

297－2587 

299－3431 

297－2051 

299－3326 

299－3428 

297－2759 

297－2640

◆吹上地域自治会長 

自治会名 自治会長名 電話番号 

桑 木 野  

尾 木 場  

郷 戸  

野 下  

高 塚 東  

高 塚 西  

鉾 之 原  

立 和 名  

荻 

北 山  

上 床  

田 代  

梅 木  

中 野  

元 養 母  

下 養 母  

麓 上  

鮫島　都憲 

野上　貞夫 

島田　益義 

立和名利治 

町田　二朗 

立和名徳文 

鉾之原清志 

立和名忠身 

米澤　正喜 

北山　義寛 

馬場口知治 

楠生　恭二 

徳重　　悟 

永井　実満 

谷山　泰洋 

野元　正利 

永山　喜教 

274－1632 

274－9651 

274－3376 

274－3690 

274－6625 

274－9833 

274－6824 

274－9813 

274－9332 

274－9755 

274－0250 

274－9730 

274－9916 

274－3617 

274－1312 

274－3805 

274－2769

自治会名 自治会長名 電話番号 

麓 下  

古 市  

城 之 町 上  

城 之 町  

杉 之 迫  

坂 之 上 下  

美 山 上  

美 山 下  

牧 之 角  

宮 田  

大 平  

皆 田 東  

皆 田 西  

丸 牧  

上 野 東  

上 野 西  

向 湯 田  

永田　鐵山 

有川　國廣 

平松　利幸 

久留　俊夫 

四元　碩朗 

幾留　治男 

田渕　　斉 

尾上　豊志 

西　　展孝 

山下　　修 

脇田　敏秋 

神田　　暹 

松尾　光裕 

室屋　恵蔵 

石原　　豊 

柳園　冨甫 

山元　　登 

274－4653 

274－4939 

274－3888 

274－5045 

274－4572 

274－3694 

274－5067 

274－0523 

274－0792 

274－3695 

274－5192 

274－3882 

274－1309 

274－5489 

274－0186 

274－5755 

274－0153

自治会名 自治会長名 電話番号 

駅 前  

中 央  

元 湯  

田 之 湯  

堀 内  

上 伊 作 田  

元 伊 作 田  

中 伊 作 田  

柿 之 迫  

江 口  

川 北  

平 迫 比 良  

赤 崎  

鈩 口  

永 山  

神 之 川  

南 神 之 川  

池滿　隼人 

國分　　隆 

　須　眞一 

山口　政夫 

南　　宏機 

谷口　則夫 

穂満　良照 

肥塚　章弘 

内田　忠夫 

神野　政士 

　田　藤人 

　　　満洋 

野村　幸雄 

西田　正徳 

浜崎　千尋 

永山　修治 

桧物　賢志 

274－2935 

274－2478 

274－4791 

274－1768 

274－1833 

274－9070 

274－4512 

274－2527 

274－3501 

274－2257 

274－5433 

274－0297 

274－2878 

274－5852 

274－4064 

274－5146 

274－4641

◆東市来地域自治会長 

か み ほ う ぎ り  

し ろ う ぞ の  

し も ほ う ぎ り  

ふ も と ひ が し  

て ん じ ん ば ば  

う え の ば ば  

い ぬ の ば ば  

も と ま ち  

む か え ま ち  

ち ゅ う お う ど お り  

え き ま え  

ぎ ん て ん ど お り  

だ っ ぜ  

じ ょ う や ま  

あ ら せ  

こ じ ょ う  

せ と う ち  

と く し げ ひ が し  

い が く ら  

き よ ふ じ  

こ お り か み  

こ お り う ち  

み や わ き  

な か ふ く ら  

ひ ら こ  

こ お り し も  

お お た か み  

お お た な か  

お お た し も  

く き の の  

い い む れ し も  

　 こ し 　  

ぜ ん ぷ く  

い い む れ か み  

い い む れ な か  

ふ る じ ょ う  

こ い の は ら  

し も つ ち ば し  

か み つ ち ば し  

な か が わ  

た け の や ま  

む ぎ う だ し も  

む ぎ う だ な か  

む ぎ う だ に し  

む ぎ う だ ひ が し  

か み こ う ど の  

な か こ う ど の  

しもこうどの　　　　 

しもこうどの　　　　 

しもこうどの　　　　 

しもこうどの　　　　 

く わ ば た  

の だ  

て ら わ き  

あ さ ひ が お か  

た ち の  

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

みょうえんじ　　　　 

に し ほ ん ま ち  

ひ が し ほ ん ま ち  

さ か も と  

た ほ う じ  

 

こ ま き  

き た ゆ の も と  

み な み ゆ の も と  

み ど り が お か  

く ぼ た  

み や さ か  

か み な か の さ と  

し も な か の さ と  

み な み み や う ち  

ひ が し み や う ち  

に し み や う ち  

な か つ  

か め は ら  

け じ ゅ く り  

お の は ま  

お の ば ば  

お の  

し も た じ り  

な か た じ り  

か み た じ り  

い も の  

の く び  

し も よ く ら  

ふ じ も と  

あ か に た  

か み よ く ら  

た の し り  

な が の  

い ま か ん り ゅ う  

ひ ら か く ら  

ひ ぞ え  

お ろ ん く ち  

ぜ た に  

す け し ろ  

か み わ だ  

な か わ だ  

し も わ だ  

お ろ お か  

い り き  

に し は ら  

い り き は ま  

い ま だ  

こ な が よ し  

は ら ぞ の  

か み く さ た  

な か く さ た  

し も く さ た  

は ま だ  

か わ な か  

し ん が わ ら  

ながよしちゅうおう 

し ち ろ  

お し ぐ ち  

な べ た に  

ま つ し た  

ぼ う の  

く わ き の  

お こ ば  

ご と  

の し た  

た か つ か ひ が し  

た か つ か に し  

ほ こ の は ら  

た ち わ な  

　 お ぎ 　  

き た や ま  

う わ と こ  

た し ろ  

う め き  

な か の  

も と よ う ぼ  

し も よ う ぼ  

ふ も と か み  

ふ も と し も  

ふ る い ち  

じ ょ う の ま ち か み  

じ ょ う の ま ち  

す ぎ の さ こ  

さ か の う え し た  

み や ま か み  

み や ま し も  

ま き の す み  

み や た  

お お び ら  

か い だ ひ が し  

か い だ に し  

ま る ま き  

う え の ひ が し  

う え の に し  

む か ゆ だ  

え き ぜ ん  

ち ゅ う お う  

も と ゆ  

た の ゆ  

ほ り う ち  

か み い ざ く だ  

も と い ざ く だ  

な か い ざ く だ  

か き の さ こ  

え ぐ ち  

か わ き た  

ひ ら さ こ び ら  

あ か さ き  

た た ら ぐ ち  

な が や ま  

か み の か わ  

み な み か み の か わ  

に が た  

や ま だ  

に っ し ん  

く ま の  

に し ご う  

ひ お き ふ も と  

ほ の み な と  

は ち ま ん  

か き の た に  

す わ  

 

そ う み  

か さ が の  

び し ゃ も ん  

く さ は ら  

き た く  

な か く  

み な み く  

お お ぎ お  



　
マ
ル
シ
ェ
日
和
“Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ

Ｅ
„
が
五
月
三
十
一
日
、
吹
上
温
泉

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
吹
上
温
泉
旅
館
組
合
が

多
く
の
人
に
吹
上
温
泉
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
同
温
泉
街
活
性
化
を

目
的
に
「
い
い
風
呂
の
日
」
に
継
ぐ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
今
年
で
二
回
目

と
な
り
ま
す
。 

　
フ
ラ
ン
ス
の
市
場
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
広
場
に
は
、
日
置
市
内
外
か
ら
雑

貨
屋
、
喫
茶
店
、
創
作
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
作
品
な
ど
の
二
十
店
舗
が
軒
を
連

ね
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
演
奏
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
天
然
温
泉
足

湯
も
設
け
ら
れ
、
若
い
世
代
や
親
子

連
れ
な
ど
大
勢
の
人
で
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
同
組
合
の
中
島
昌
治
さ
ん
は
「
ま

ず
は
吹
上
温
泉
を
知
っ
て
も
ら
い
、

若
い
人
た
ち
が
五
年
、
十
年
後
に
こ

こ
吹
上
温
泉
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

長
い
ス
パ
ン
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

市
場
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た 

マ
ル
シ
ェ
日
和
“Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ„ 

　
国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
で
四
月
二

十
五
日
か
ら
二
日
間
、
池
坊
流
派
鹿

児
島
中
央
支
部
生
花
展
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
今
回
で
五
回
目
の
開
催
と
な
り
十

二
人
の
出
品
者
に
よ
る
個
性
的
な
作

品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。 

　
普
段
は
、
会
員
が
週
替
わ
り
で
地

元
の
郵
便
局
や
吹
上
砂
丘
荘
に
生
花

を
展
示
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
流
派
の
指
導
者
で
あ
る
牧
啓
子
先

生
は
「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
生

花
を
今
後
、
広
く
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
来
場
者
の
ひ
と
り
は
「
花
の
名
前

が
分
か
り
や
す
く
明
記
さ
れ
、
さ
り

げ
な
く
見
に
こ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
い

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

個
性
派
　
勢
ぞ
ろ
い 池

坊
流
派
鹿
児
島
中
央
支
部
生
花
展 

　
第
十
七
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
が

五
月
三
日
、
江
口
漁
港
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
魚
の

つ
か
み
捕
り
や
乗
船
体
験
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
、
鮮
魚
販
売
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
会
場
は
終
始

た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。 

　
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
バ
シ
ョ
ウ

カ
ジ
キ
秋
太
郎
や
豪
華
景
品
の
当
た

る
抽
選
会
が
あ
り
、
当
選
番
号
が
発

表
さ
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
伊
作
田
小
学
校
の
児
童
十

五
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や

会
場
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
、
ま

つ
り
の
成
功
に
ひ
と
役
か
っ
て
い
ま

し
た
。 

海
の
恵
み
に
大
は
し
ゃ
ぎ 

ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り 

　
荻
の
伊
勢
神
社
（
東
市
来
）
で
五

月
四
日
、
棒
踊
り
、
庭
狂
言
「
あ
と

や
ま
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
棒
踊
り
は
、
伊
勢
神
宮
の
例

祭
と
し
て
二
百
年
も
前
か
ら
伝
承
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
六
尺
棒
や
鎌
な

ど
を
交
え
た
勇
壮
な
踊
り
を
奉
納
し

て
、
豊
作
と
悪
疫
退
散
を
祈
願
し
ま

す
。 

　
今
年
は
小
雨
の
降
る
中
、
荻
、
田

代
、
梅
木
、
北
山
、
大
平
の
五
自
治

会
が
奉
納
。
各
自
治
会
の
力
強
い
掛

け
声
と
立
ち
回
り
の
異
な
っ
た
踊
り

が
奉
納
さ
れ
る
た
び
に
観
客
か
ら
大

き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
田
代
自
治
会
の
棒
踊
り
で

は
、
主
婦
の
踊
り
手
と
し
て
初
め
て

と
な
る
南
め
ぐ
み
さ
ん
が
参
加
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
華
麗
な
踊
り
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。 

勇
壮
に
棒
踊
り
を
奉
納 荻

「
伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り
」 

五
穀
豊
穣
を
願
い
伝
統
の
踊
り
を
奉
納 

上
土
橋
・
郡
・
飯
牟
礼
棒
踊
り 

　
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日
に

美
山
地
区
で
美
山
ウ
オ
ー
ク
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
緑
あ
ふ
れ
る
美

山
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
も
ら
い
薩

摩
焼
き
の
文
化
や
歴
史
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
地
元
美
山
地
区
公
民
館
が

主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
期
間
中
、
新
緑
の
美
山
を
散
策
し

よ
う
と
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
の
二
十
九
日
に
は
登
り
窯
焚

き
体
験
や
参
加
者
全
員
に
よ
る
、
も

ち
つ
き
、
美
し
い
音
色
や
歌
声
が
響

き
わ
た
っ
た
窯
焚
き
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
登
り
窯
焚
き
を
体
験
し
た
市
外
か

ら
の
小
学
生
は
「
登
り
窯
は
熱
か
っ

た
け
ど
体
験
で
き
て
と
て
も
面
白
か

っ
た
で
す
」
と
満
喫
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。 

新
緑
の
美
山
を
散
策 

美
山
窯
焚
き
コ
ン
サ
ー
ト
・
美
山
ウ
オ
ー
ク 

　
伊
集
院
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
の
棒

踊
り
が
上
土
橋
、
郡
、
飯
牟
礼
の
各

地
区
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

　
上
土
橋
地
区
で
は
四
月
二
十
六
日
、

勝
護
院
で
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の
十
五
人
が
踊
り
を
奉
納
、
そ
の
後
、

同
時
に
行
わ
れ
た
運
動
会
で
披
露
し

ま
し
た
。 

　
郡
地
区
と
飯
牟
礼
地
区
で
は
、
五

月
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
郡
地
区
で
は
、
三
十
四
人
の
中
・

高
生
が
九
玉
神
社
に
踊
り
を
奉
納
し

た
後
、
新
築
や
初
節
句
の
家
庭
な
ど

約
六
十
カ
所
を
回
り
披
露
し
ま
し
た
。 

　
飯
牟
礼
地
区
で
は
、
上
（
虚
無
僧

踊
り
）・
中
（
棒
踊
り
）・
大
下
（
鎌

踊
り
）
の
三
集
落
か
ら
青
壮
年
や
中
・

高
生
が
大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
う

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
を
熊
野
神
社

に
奉
納
し
ま
し
た
。 

　
各
地
区
で
奉
納
さ
れ
て
い
る
棒
踊

り
に
は
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
招
福
な

ど
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
各
地
区
に
と
っ
て
、
実
り

あ
る
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 ▲上土橋棒踊り

▲飯牟礼地区（大下）鎌踊り

▲郡棒踊り

▲多くの人でにぎわう鮮魚販売コーナー

▲お楽しみ抽選会で秋太郎をゲット ▲大物を捕まえたぞ



　
平
成
二
十
一
年
度
の
ウ
ミ
ガ
メ
保

護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式
が
五
月
二
十

二
日
、
吹
上
中
央
公
民
館
で
関
係
十

五
団
体
、
四
十
九
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
県
自
然
保
護
課
長
の
「
県
下
の
昨

年
の
上
陸
頭
数
は
最
多
の
九
千
四
百

四
十
三
頭
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
が
将
来
に
わ
た
っ
て
多
く

の
産
卵
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
県
民
の

願
い
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
の
後
、

各
代
表
に
「
か
め
ま
る
君
」
か
ら
監

視
員
の
腕
章
が
手
渡
さ
れ
二
班
に
分

か
れ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し

た
。 

　
日
置
市
で
は
、
昨
年
二
百
四
十
五

頭
の
上
陸
を
確
認
し
て
お
り
、
平
成

十
九
年
よ
り
百
四
十
三
頭
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心

し
て
産
卵
が
で
き
る
よ
う
に
、
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
積
極
的
な
保
護
活

動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

こ
と
で
す
。 

保
護
活
動
に
一
層
の
協
力
を 

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式 

　
西
郷
自
治
会
と
八
幡
自
治
会
の
運

動
会
が
四
月
二
十
六
日
、
各
地
域
公

民
館
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
西
郷
自
治
会
で
は
、
ア
メ
食
い
競

争
で
、
真
っ
白
い
顔
で
走
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
、
笑
い
や
声
援
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
八
幡
自
治
会
で
は
、
孫
と
一
緒
に

競
技
に
参
加
す
る
な
ど
、
会
場
を
和

ま
せ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
、
春
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

和
や
か
に
楽
し
ん
だ
一
日 

西
郷
自
治
会
・
八
幡
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

　
東
市
来
図
書
館
で
四
月
二
十
五
日
、

「
読
書
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
四
月
二
十
三
日
の

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
ち
な
ん
で

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
親
子
で
お
話

の
世
界
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

地
域
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
こ
け
け
読
み
聞
か
せ
た

い
」
の
会
員
が
、
絵
本
や
紙
芝
居
、

民
話
の
語
り
な
ど
を
実
演
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
約
四
十
人
の
親
子
は
、

情
感
あ
ふ
れ
る
昔
話
や
お
話
に
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
東
市
来
図
書
館
で
は
、
今
年
度
も

夜
の
お
は
な
し
会
を
四
回
、
計
画
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

親
子
で
楽
し
ん
だ
お
は
な
し
会 

読
書
の
夕
べ 

　
四
月
二
十
六
日
に
熊
本
市
で
行
わ

れ
た
、
第
八
回
全
国
小
・
中
学
生
、

宮
本
武
蔵
決
定
個
人
剣
道
選
手
権
大

会
、
中
学
二
年
生
の
部
で
優
勝
し
た

瀬
平
太
久
君
と
小
学
六
年
生
の
部
で

優
秀
賞
（
ベ
ス
ト
８
）
の
東
幸
太
朗

君
、
優
良
賞
（
ベ
ス
ト
１６
）
の
児
玉

祥
吾
君
が
五
月
二
日
、
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。 

　
三
人
は
「
夏
に
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
全
国
少
年
剣
道
大
会
に
向

け
て
、
県
予
選
を
勝
ち
抜
く
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

宮
本
武
蔵
決
定
個
人
剣
道
選
手
権
優
勝 

伊
集
院
剣
心
館 

　
伊
作
田
小
サ
ン
ド
ア
ー
ト
大
会
（
東

市
来
）
が
五
月
二
十
六
日
、
江
口
浜

海
浜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
各
学
年
混
合
の
六
班
で
、
事
前
に

考
え
て
き
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
完
成

図
を
元
に
一
生
懸
命
、
砂
像
作
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
何
倍
も
の
大
き
さ
の
砂
像
か
ら
、

立
体
的
な
砂
像
ま
で
創
意
工
夫
さ
れ

た
作
品
が
そ
の
姿
を
現
し
、
最
後
は

色
付
き
の
砂
や
貝
殻
な
ど
を
使
い
入

念
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
砂
像
完
成
後
の
写
真
撮
影
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
み
ん
な
満
足
そ

う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
坂
元
充
校
長
は
「
み
ん
な
が
協
力

し
合
っ
て
素
晴
ら
し
い
作
品
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。
事
前
に
準
備
を

し
て
く
れ
た
お
友
達
や
今
日
会
場
ま

で
来
て
く
れ
た
ご
両
親
に
感
謝
し
ま

し
ょ
う
」
と
総
評
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
描
く
砂
の
ア
ー
ト 

伊
作
田
小
サ
ン
ド
ア
ー
ト
大
会 

教
育
の
振
興
に
尽
力
３８
年
　北
原
昭
男
さ
ん（
伊
集
院
） 
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章 

　
韓
国
文
化
体
験
「
も
っ
と
知
ろ
う

お
隣
韓
国
」
が
四
月
二
十
八
日
、
東

市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
文
化
体
験
は
韓
国
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
国
際

交
流
員
の
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ

ョ
ン
）
さ
ん
が
企
画
し
た
も
の
で
、

参
加
者
は
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
韓
国
の
こ
と
を
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
李
さ
ん
と
韓
国
語
講
座

受
講
生
手
作
り
の
韓
国
料
理
も
準
備

さ
れ
、
本
場
韓
国
の
家
庭
の
味
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
お
隣
韓
国
の
遊
び
・

食
文
化
つ
い
て
楽
し
く
美
味
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
て
い
ま
し

た
。 

も
っ
と
知
ろ
う
　
お
隣
韓
国 

韓
国
文
化
体
験 

　「
生
徒
に
恵
ま
れ
、
生
徒
と
一
緒

に
成
長
し
ま
し
た
」
と
話
す
北
原
さ

ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
鶴
丸
高
校

通
信
教
育
部
に
着
任
以
来
、
主
に
高

校
教
諭
と
し
て
教
育
行
政
に
携
わ
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
五
十
九
年
か
ら
は
、
県

立
博
物
館
長
を
務
め
る
な
ど
、
平
成

六
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
三
十
八
年

も
の
間
、
教
育
一
途
に
尽
力
さ
れ
た

功
労
が
認
め
ら
れ
瑞
宝
小
綬
章
を
受

章
し
ま
し
た
。 

き
れ
い
な
観
光
地
づ
く
り
に
功
績 

観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動 

　
日
吉
地
域
の
小
松
帯
刀
を
守
る
会

（
井
上
幸
一
会
長
）
が
観
光
ま
ご
こ

ろ
県
民
運
動
、「
き
れ
い
な
観
光
地

づ
く
り
」
部
門
で
表
彰
を
受
け
五
月

八
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
同
団
体
は
、
小
松
帯
刀
公
墓
所
周

辺
の
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
が
小
松
帯
刀
公
の
功
績
や
郷
土
史

に
つ
い
て
親
切
丁
寧
に
案
内
を
行
い
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
か
ら
お

礼
状
が
届
く
な
ど
好
評
で
あ
る
こ
と

か
ら
表
彰
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

　
小
松
帯
刀
公
墓
所
は
、
今
年
に
入

っ
て
か
ら
も
、
客
足
は
途
絶
え
ず
、

五
月
の
連
休
中
は
、
二
千
人
を
超
え

る
観
光
客
が
訪
れ
た
と
の
こ
と
。 

　
井
上
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
来

訪
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。 

▲今年の伊作田大賞

▲上手に作れるかな？▲八幡自治会

▲西郷自治会

に
し
ご
う
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
ま
ん 



　
市
茶
業
振
興
会
主
催
の
荒
茶
品
評

会
が
五
月
二
十
二
日
、
さ
つ
ま
日
置

農
協
茶
研
修
セ
ン
タ
ー
（
伊
集
院
町

飯
牟
礼
）
で
行
わ
れ
、
加
工
者
の
部

に
二
十
四
点
、
生
産
者
の
部
に
二
十

二
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
県
鹿
児
島
地
域
振
興
局
農
林
普
及

課
の
福
山
さ
ん
ら
四
人
の
審
査
員
は
、

外
観
を
見
た
後
、
お
湯
を
注
ぎ
内
質

（
香
気
、
水
色
、
滋
味
）
を
審
査
し

ま
し
た
。 

　
一
番
茶
の
相
場
が
低
迷
し
て
い
る

厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
良
質
の
も
の
が
多
数
出
品
さ
れ

て
お
り
、
福
山
さ
ん
は
「
上
位
の
も

の
は
摘
み
遅
れ
も
少
な
く
、
適
期
摘

採
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
後
は
生
葉

の
管
理
に
も
よ
り
気
を
配
り
良
質
な

茶
の
製
造
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
講

評
さ
れ
ま
し
た
。 
 

　
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）　 

加
工
者
の
部 

　
一
位
　
西
山
製
茶
　
（
伊
集
院
） 

　
二
位
　
㈲
東
製
茶
　
（
東
市
来
） 

　
三
位
　
牧
迫
製
茶
　
（
伊
集
院
） 

生
産
者
の
部 

　
一
位
　
重
水
　
　
勉
（
東
市
来
） 

　
二
位
　
山
之
口
睦
男
（
東
市
来
） 

　
三
位
　
山
　
　
春
義
（
東
市
来
） 

お
い
し
い
お
茶
多
数
そ
ろ
い
　
生
産
加
工
技
術
競
う 

市
荒
茶
品
評
会 

　
都
市
農
村
交
流
施
設
「
チ
ェ
ス
ト

館
」（
伊
集
院
）
の
来
館
者
が
四
月

十
八
日
、
二
百
五
十
万
人
を
突
破
し
、

達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
同
館
は
、
平
成
十
四
年
六
月
に
オ

ー
プ
ン
、
七
年
目
の
達
成
と
な
り
ま

し
た
。 

　
見
事
二
百
五
十
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
、
月
に
二
、
三
回
は
訪
れ
て
い

る
と
い
う
日
吉
町
吉
利
の
吉
田
節
子

さ
ん
。
宮
路
市
長
ら
と
、
く
す
球
を

割
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
吉
田
さ
ん
は
「
と
に
か
く
ビ
ッ
ク

リ
し
た
」
と
驚
い
た
様
子
、「
チ
ェ

ス
ト
館
は
、
広
く
て
野
菜
な
ど
の
品

物
が
豊
富
、
見
て
回
る
だ
け
で
も
楽

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
前
々
後
賞
と
な
っ
た
入
館

者
に
も
、
同
館
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

来
館
者
２５０
万
人
を
突
破
！ 

伊
集
院
都
市
農
村
交
流
施
設
「
チ
ェ
ス
ト
館
」 

　
日
置
地
区
公
民
館
の
主
催
で
五
月

十
六
日
、
地
引
き
網
体
験
が
日
吉
町

日
置
の
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め

て
の
体
験
に
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
。 

　
網
元
（
中
原
攻
さ
ん
）
の
指
導
の

も
と
、
二
手
に
分
か
れ
て
力
い
っ
ぱ

い
網
を
引
い
て
い
き
ま
し
た
。 

　
最
後
の
網
を
引
き
寄
せ
る
と
、「
わ

あ
っ
」
と
歓
声
が
上
が
り
、
網
に
か

か
っ
た
魚
に
大
喜
び
。
キ
ス
や
エ
ソ

な
ど
の
魚
を
み
ん
な
で
分
け
合
い
地

引
き
網
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
地
引
き
網
体
験 

日
置
地
区
公
民
館 

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

約
百
二
十
人
が
四
月
二
十
三
日
、
市

内
各
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
で
は
、
城
山
公
園
や

徳
重
神
社
、
妙
円
寺
中
央
公
園
な
ど

の
草
取
り
や
清
掃
を
行
い
、
二
時
間

余
り
の
作
業
を
終
え
る
と
、
会
員
ら

は
、
汗
を
流
し
た
成
果
に
と
て
も
満

足
そ
う
で
し
た
。 

地
域
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
貢
献 

日
置
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
日
置
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
第
四
回
定
期
総
会
が
五
月
十
二

日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
当
日
は
、
市
内
四
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
百
三
十
八
人
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
訪
問
活
動
や
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
な
ど
の
積
極
的
な
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
五
月
十
二
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
広
げ
よ

う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
市
民
へ
の
呼
び
か
け
を
行

い
、
す
べ
て
の
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
と
地
域
福
祉
へ
の

推
進
を
目
指
し
て
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
も
決
議
し
ま
し
た
。 

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り 

平
成
２１
年
度
日
置
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
定
期
総
会 

　
鹿
児
島
県
内
を
タ
ス
キ
リ
レ
ー
で

つ
な
ぐ
未
成
年
者
飲
酒
防
止
・
飲
酒

運
転
禁
止
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
未
成
年
者
飲
酒
防
止
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
次
世
代
を
担
う

若
者
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
意

識
改
革
を
促
進
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
。 

　
こ
の
日
は
、
伊
集
院
税
務
署
か
ら

市
役
所
ま
で
の
約
三
・
五
㌔
を
お
よ

そ
三
十
人
の
走
者
が
「
飲
酒
運
転
撲

滅
・
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
と
書
か
れ
た
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。 

　
タ
ス
キ
リ
レ
ー
に
参
加
し
た
、
下

拾
石
雄
大
君
（
東
市
来
中
二
年
）
は

「
お
酒
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

二
十
歳
に
な
る
ま
で
お
酒
は
飲
み
ま

せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
未
成
年
者

の
飲
酒
や
飲
酒
運
転
が
無
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ
お
酒
の
ル
ー
ル 

未
成
年
者
飲
酒
防
止
・
飲
酒
運
転
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

へ
の
運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド
交

付
式
が
四
月
二
十
八
日
、
日
置
警
察

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
か
ら
運
転
免
許
を
自
主
返
納

さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、

市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
六
社
と
四
公

共
温
泉
施
設
利
用
料
金
の
割
引
な
ど

の
優
遇
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
今
回
、
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ

れ
た
の
は
、
九
十
二
歳
の
山
口
巖
さ

ん
（
東
市
来
）
を
は
じ
め
七
十
四
歳

以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
十
人
。 

山
口
さ
ん
ら
は
、
長
年
自
動
車
を
運

転
し
て
き
た
免
許
を
返
納
す
る
こ
と

に
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。 

　
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
制
度
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先 

日
置
警
察
署
交
通
課 

　
℡
0
9
9
‐
2
7
3
‐
0
1
1
0

運
転
免
許
の
自
主
返
納 

運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド
交
付
式 



５   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

安
藤
　
健
琉
　
　
昌
益
　
　
徳
重
東 

岡
村
　
相
佑
　
　
昌
宣
　
　
中
央
通 

藤
元
　
美
空
　
　
潤
之
輔
　
猪
鹿
倉 

岩
永
あ
ゆ
み
　
　
雄
三
　
　
上
之
馬
場 

北
野
　
友
基
　
　
誠
一
郎
　
猪
鹿
倉 

有
村
　
未
知
　
　
健
吾
　
　
小
城 

星
原
　
朱
里
　
　
翔
太
　
　
立
野 

大
久
保
　
樹
　
　
陽
一
　
　
妙
円
寺
三
区 

立
野
愛
依
琉
　
　
陽
輔
　
　
猪
鹿
倉 

下
永
吉
時
矢
　
　
勇
太
郎
　
平
古 

古
園
　
暖
和
　
　
友
宏
　
　
犬
之
馬
場 

永
福
　
麗
奈
　
　
豊
　
　
　
徳
重
東 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

下
醉
尾
璃
桜
　
　
一
也
　
　
杉
之
迫 

富
奥
　
大
輔
　
　
慎
二
　
　
駅
前 

永
田
　
健
介
　
　
喬
介
　
　
堀
内 

小
園
　
瑠
菜
　
　
勇
作
　
　
中
央 

上
原
　
七
海
　
　
大
輔
　
　
中
央 

赤
　
　
大
輝
　
　
真
二
　
　
堀
内 

久
保
茉
矢
華
　
　
隆
太
　
　
北
山 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

倉
留
　
彩
綾
　
　
吉
文
　
　
熊
野 

古
里
　
朱
夏
　
　
龍
馬
　
　
日
置
麓 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

和
田
　
昊
姫
　
　
剛
　
　
　
永
吉
中
央 

越
智
涼
太
郎
　
　
健
一
　
　
緑
ヶ
丘 

加
治
屋
沙
希
　
　
伸
悟
　
　
亀
原 

         

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

平
田
ト
シ
エ
　
　
　
90
　
上
神
殿 

植
木
　
幸
一
　
　
　
53
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

山
　
　
康
彦
　
　
　
55
　
妙
円
寺
三
区 

榎
園
ヒ
デ
子
　
　
　
77
　
飯
牟
礼
上 

野
崎
リ
ツ
子
　
　
　
90
　
駅
前 

東
　
　
豊
四
　
　
　
87
　
中
川 

吉
村
ヨ
シ
子
　
　
　
93
　
清
藤 

原
田
フ
ミ
ヱ
　
　
　
84
　
猪
鹿
倉 

森
内
　
清
則
　
　
　
77
　
大
田
下 

今
村
　
　
等
　
　
　
70
　
郡
上 

大
知
　
三
郎
　
　
　
80
　
大
田
上 

久
留
　
和
枝
　
　
　
74
　
瀬
戸
内 

稲
田
　
勝
己
　
　
　
83
　
上
方
限 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

上
口
オ
キ
ワ
　
　
　
82
　
美
山
下 

永
山
　
岩
夫
　
　
　
87
　
永
山 

大
庭
ス
ミ
ヱ
　
　
　
87
　
丸
牧 

恒
吉
　
佑
子
　
　
　
81
　
向
湯
田 

新
　
　
昭
夫
　
　
　
81
　
中
央 

山
口
　
岩
雄
　
　
　
82
　
秋
光
園 

　
　
ト
ク
ヱ
　
　
　
89
　
駅
前 

安
藤
　
助
也
　
　
　
86
　
駅
前 

下
茂
　
功
治
　
　
　
60
　
皆
田
西 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
下
　
一
吉
　
　
　
76
　
諏
訪 

伊
堂
寺
フ
ミ
　
　
　
104
　
日
新 

川
畑
ア
キ
ノ
　
　
　
94
　
八
幡 

前
田
エ
ミ
子
　
　
　
76
　
八
幡 

岡
村
　
武
夫
　
　
　
64
　
笠
ヶ
野 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

中
間
庭
ミ
ス
　
　
　
93
　
新
川
原 

前
田
　
ケ
イ
　
　
　
84
　
今
田 

小
路
サ
ト
エ
　
　
　
86
　
亀
原 

小
澤
惠
美
子
　
　
　
77
　
南
湯
之
元 

岩
　
千
枝
子
　
　
　
72
　
東
宮
内 

里
園
　
テ
ル
　
　
　
101
　
今
田 

今
元
　
勇
三
　
　
　
89
　
上
田
尻 

馬
籠
　
政
彦
　
　
　
92
　
平
鹿
倉 

た
け
る
 

そ
う
す
け
 

　み
　
く
 

 と
も
　き
 

み
ち
る
 

あ
か
り
 

　
　
い
つ
き
 

　あ
　
い
　
る
 

と
き
や
 

は
る
と
 

　れ
　
な
 

   　り
　
お
 

だ
い
す
け
 

け
ん
す
け
 

　る
　
な
 

な
な
み
 

だ
い
き
 

　ま
　
や
　
か
 

   　さ
あ
や
 

　
　
し
ゅ
か
 

   　
　
あ
か
り
 

り
ょ
う
た
ろ
う
 

　
　
さ
　
き
 

※
訂
正
と
お
詫
び
 

　
広
報
ひ
お
き
５
月
号
の
記
事
中
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

P
11
 

　誤
　
ひ
ま
わ
り
館
誕
生
際
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
←
 

　正
　
ひ
ま
わ
り
館
誕
生
祭
 

P
17

戸
籍
の
窓
「
お
め
で
た
」 

 　誤
　
今
村
　
愛
梨
　
　一
弘
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
←
 

　正
　
今
村
　
愛
梨
　
　優
貴
 

あ
い
り
 

あ
い
り
 

が
ん
ば
れ 

　
　
日
置
市
！ 

　
県
民
体
育
大
会
に
向
け
て
、
日
置
市
の

各
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
時
間
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
会
場
に
て
ご
声
援
く
だ
さ
い
。 

平成21年度　日置地区「県民体育大会選考会」日程　会場一覧 

7月5日（日）実施 

7月3日（金）、8日（水）実施 

軟 式 野 球

サ ッ カ ー

ソフトテニス

卓 　 球

柔 　 道

バドミントン

弓 　 道

剣 　 道

ゲートボール

グラウンドゴルフ

競　技　名 開　催　会　場　等 

東市来湯之元球場

東市来総合運動公園多目的陸上競技場

伊集院総合運動公園テニスコート

東市来体育館

伊集院中学校体育館

吹上浜公園体育館

東市来弓道場

市来体育館

東市来こけけドーム

東市来総合運動公園多目的陸上競技場

ボウリング 串木野ゴールデンボウル

7月12日（日）実施 

7月29日（水）実施 

7月19日（日）実施 

軟 式 野 球

陸 　 上

水 　 泳

テ ニ ス

バレーボール

バスケットボール

相 　 撲

ソフトボール

銃 剣 道

ボクシング

ゴ ル フ

競　技　名 開　催　会　場　等 

東市来湯之元球場

伊集院総合運動公園陸上競技場

B＆G東市来海洋センタープール

伊集院総合運動公園テニスコート

伊集院総合体育館

吹上高等学校体育館

吹上浜公園相撲場

いちき串木野市多目的グラウンド

いちき串木野市体育センター

鹿児島城西高校ボクシングセンター

鹿児島シーサイドゴルフ倶楽部

（
出
生
児
）　（
保
護
者
）

　がんは日本人の死亡原因のトップになっており、日本人の２人に１人ががんになると言われています。

がん検診の目的は、がんを早期に発見し、早期の治療でがんによる死亡を減少させることです。 

早期発見を握るがん検診 
元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

早期がん発見で・・・ 

　①予後が良い（５年生存率が高い） 

　②医療費節減効果がある 

がん検診の大きなメリット 

　肺がん・胃がん・大腸がんの発見率は、

加齢とともに増加傾向。子宮がんは、30～

40歳代で発見される率が高い。 

　特に、肺・胃・大腸がん検診では60歳以上、

子宮がん検診では 30～ 40 歳代の方に積極

的に検診を受診していただきたいです !

がん発見率は加齢とともに増加傾向 

検体の取扱いで注意したいこと ! 

　①便の採取方法…………採便シートを利用する。 

　　　　　　　　　　　　表面をまんべんなくこすりとる。 

　②検体の保存方法………４℃、冷暗所 

　③保存期間………………１週間 

大腸がん検診の精度を上げるために!

《日置市のがん検診受診状況》 

《胃がんの医療費と入院日数》 

　がん検診受診率を 50％にすれば、死亡
率が3.8％下がると言われています。しかし、
どのがん検診の受診率も 50％には、まだ
まだ遠い状況です。 
　今年度の日置市のがん検診は今からです!
まだ申し込みをされていない方は、本庁
健康保険課、もしくは各支所市民課まで
ぜひお申し込みください !

全　　国（H18年度）
鹿児島県（H19年度）
日 置 市（H20年度）

早期がん　　　進行がん

30

20

10

0

250

200

150

100

50

0

胃 肺 大腸

検診受診群 検診非受診群

子宮 乳

12.1
15.9
13.9

22.4

27.4

16.7
18.6
19.9
19.618.619.1

14.8

12.9

19.1
14.9

万円

入院日数 49日 69日 74日 98日

120.2
143.5

174.2

215.554万円の差 

72万円の差 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　元気で、たくましく明るい子に育っ
てね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

梅木　煌明くん（１歳１か月） 

父　和宏さん　母　諒子さん 
（吹上町中之里） 

　煌たん、１歳の誕生日おめでとう。夏
には、妹が生まれていよいよお兄ちゃん。
これからも家族みんなで成長していこ
うね。 

■おかあさんから 

文
伊集院高校

総合体育館

日置市消防本部

●

●

文化会館●
中央公民館●
日置市役所●

ココ 

　
平
成
二
年
に
会
社
員
か
ら
農
業
の
世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
横
山
さ
ん
、
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て

多
い
と
き
で
三
十
五
㌃
を
栽
培
（
現
在
は
五
㌃
）、
環
境
保
全
型
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。 

　
平
成
十
七
年
に
無
人
ヘ
リ
の
操
縦
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
翌
十
八
年
十
二

月
に
「
農
業
生
産
法
人
㈱
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
ひ
お
き
」
を
設
立
、
現
在
、
代
表
者
と
し
て
、

農
作
業
の
受
託
な
ど
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。 

　「
従
業
員
六
人
と
ア
ル
バ
イ
ト
、
中
に
は
農
業
が
初
め
て
の
人
も
い
ま
す
が
、
経
験
を
積
ん

で
農
業
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
」、
ま
た
「
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら
遊

休
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
遊
休
農
地
の
活
用
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
大

根
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
里
芋
な
ど
を
生
産
し
農
協
や
チ
ェ
ス
ト
館
な
ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
、
農
繁
期
に
入
り
忙
し
く
な
り
ま
す
。
な
か
な
か
連
休
は
取
れ
ま
せ
ん
。
昨
年

は
、
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
水
稲
防
除
を
延
二
千
㌶
引
き
受
け
ま
し
た
。
今
年
は
、
さ
ら
に
増
え

る
予
定
で
す
。
こ
の
会
社
を
つ
く
る
ま
で
は
、
月
に
一
回
は
行
っ
て
い
た
好
き
な
ゴ
ル
フ
も

今
は
、
年
に
二
、
三
回
ほ
ど
に
減
り
ま
し
た
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
、
苦
労
を
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。 

　「
農
業
は
自
然
相
手
の
厳
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
生
産
す
る
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
吹
上
地
域
の
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
吹
上
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
の
生
産
者
と
一
緒

に
な
っ
て
、
農
地
を
有
効
利
用
し
農
作
物
の
生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で
で
き
る
よ
う
に
、
少

し
で
も
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」 

伊集院町中川（中川自治会） 

横山　義晴さん〔51歳〕 
よこ　やま　　　よし はる 

福宿　玲子さん（72歳） 東市来町湯田 

　40年以上前、１冊の絵本を子どもたちに
紙芝居にして見せたのがきっかけでした。
今は、「こけけ読み聞かせたい」のメンバ
ーの一員として、市内のいきいきサロンや
図書館などで郷土の民話などを紙芝居やク
ロスシアター（フェルトや布で作った絵本）
にして見せています。「子どもが大好きで、
子どもたちの輝く瞳に元気をもらいながら、
会場と一体となって、物語の世界に集中しているときが一番
楽しいです」と話す福宿さん。このほかにも、鹿児島弁や昔
の遊び、わらべ歌を絵に描いて「随筆かごしま」に掲載して
います。「これからも、好きな絵を通して仲間といっしょに
郷土の文化を子どもたちに伝えていけたらいいですね」 

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
理
学

療
法
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
一
年

前
ま
で
は
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
り
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
父
に
理
学
療
法
士
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
仕

事
か
詳
し
く
調
べ
て
み
た
ら
、
と

て
も
す
ば
ら
し
い
職
業
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
主
に
、
リ
ハ
ビ
リ
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
仕
事
で
、
体
力

的
に
き
つ
そ
う
な
仕
事
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
や
り
が
い
が
た
く
さ

ん
あ
り
そ
う
で
す
。 

　
現
在
、
医
療
が
大
変
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
特
番
な

ど
を
見
て
み
る
と
、
命
の
重
さ
、

医
療
の
大
切
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
。
人
の
命
や
体
に
向
き
合

う
仕
事
で
す
の
で
、
責
任
も
と
て

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
わ
た
し
は
、
少
し
で
も
医

療
に
携
わ
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
患
者
さ
ん
と
、
一
つ
一
つ

の
試
練
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
、

本
当
に
心
か
ら
よ
か
っ
た
と
思
え

る
こ
と
を
し
て
み
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
理
学
療
法
士
に
な
る
た

め
に
、
た
く
さ
ん
経
験
を
重
ね
て

い
き
た
い
で
す
。 

わ
た
し
の
夢 

日
吉
中
学
校
　
三
年
　
山
口
　
泰
子
さ
ん 

●㈱アグリサポートひおき代表取締役 
●日置市農業委員 

 

『紙芝居』 

 

日置市本庁から車で１分 

Access

りく こうめい 

や
ま
ぐ
ち
　
　
や
す
こ 

ふくやど　　 れい こ 

　伊集院高校の近くの墓地に、１体の仁王像と古い石塔
がわずかに残っています。これらは伊集院で最も大きな
寺院であった広済寺の跡です。広済寺は、南薩における
臨済宗南禅寺派の中心として大いに栄えた寺院でした。 
　14世紀中頃に南北朝の戦いで活躍した伊集院の領主伊
集院忠国には、僧侶になった「南仲」という息子がいま
した。南仲は京都の臨済宗南禅寺で修行をつみ、伊集院
に帰り、正平 18年（1363）に広済寺の前身の寺院を創
建しました。広済寺は伊集院氏からの寄進で大いに栄え、
伊作（吹上地域南部）の多宝寺、山川の正竜寺、阿久根
の蓮華寺などの寺院を末寺として傘下におさめていまし
た。 
　しかし、慶長 18年（1613）に火災が起こり、建物を
始め宝物や文書等を全て焼失しました。以後 50年近く
住職も不在で廃寺に近い状態でしたが、明暦元年（1655）
に伊作多宝寺の忍室和尚が住職に任命され再建されまし
た。 
　再建を果たした広済寺でしたが、明治２年に廃仏毀釈
で全てを破壊されました。 

なんちゅう 

森山　陸くん（５か月） 

父　倫光さん　母　喜代子さん 
（伊集院町上神殿） 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,029人（ 14） 

　男　　24,353人（△1） 

　女　　27,676人（ 15） 

世帯数　22,535　（△3） 
6月1日現在 （　）は前月比 

泥にまみれて豊作願う「せっぺとべ」 
　約370年ぶりに作り直された大王殿（デ

オドン）が見守る中、御神田では白装束姿

のせっぺとべ衆が、唄を歌いながら勢い

よく跳びはね、今年の豊作を祈願しました。 

（詳しくは次号でお知らせします。） 
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伝
統
を
守
り
相
互
親
睦
で
住
み
良
い
郷
土
づ
く
り 

小
牧
自
治
会
（
吹
上
地
域
） 

▲小牧お出張いでのレクリエーション ▲窪田繁会長

▲六月燈のステージ

▲天徳寺跡の整備

い
歴
史
と
古
跡
の
多
く
残
る
小

牧
自
治
会
は
、
各
専
門
部
（
青

壮
年
部
、
体
育
部
、
婦
人
部
、
子
ど

も
育
成
会
）
を
中
心
に
自
治
会
活
動

は
、
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

年
、
四
月
に
開
催
す
る
「
小
牧

お
出
張
い
（
お
で
ば
い
）
は
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
行
事
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
小
牧
山
に
あ
る
南
方

神
社
に
詣
で
て
神
事
を
行
い
、
自
治

会
の
発
展
と
自
治
会
住
民
の
安
全
を

祈
願
。
そ
の
後
、
吹
上
勤
労
者
体
育

館
に
住
民
が
集
ま
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
図
り
ま
す
。 

月
燈
は
、
七
月
に
公
民
館
で
開

催
、
南
方
神
社
に
奉
納
献
燈
し

た
燈
篭
を
公
民
館
に
飾
り
ま
す
。 

　
館
内
で
は
、
生
花
や
い
き
い
き
サ

ロ
ン
で
作
成
し
た
折
り
紙
な
ど
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
外
の
舞
台
で
は
、

歌
や
踊
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
、
地
区
内
外
の
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

統
行
事
は
、
矢
旗
を
振
り
勇
壮

活
発
に
踊
る
伊
作
太
鼓
踊
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
太
鼓
踊
り
は
、
鹿

児
島
県
の
指
定
無
形
文
化
財
で
、
六

年
お
き
の
輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
毎

年
、
八
月
二
十
八
日
に
南
方
神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
湯

之
浦
地
区
（
南
湯
之
元
、
北
湯
之
元
、

ふ
も
と
、
小
牧
、
永
野
）
で
し
た
。 

域
に
あ
る
天
徳
寺
跡
（
て
ん
と

く
じ
）（
伊
作
島
津
家
墓
地
周
辺
）

の
整
備
を
青
壮
年
部
が
中
心
と
な
り
、

二
日
間
か
け
て
、
今
年
四
月
に
行
い

ま
し
た
。
海
蔵
院
跡
（
か
い
ぞ
う
い

ん
）
の
清
掃
作
業
は
六
月
に
、
南
方

神
社
は
、
八
月
の
太
鼓
踊
り
に
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。 

れ
か
ら
も
、
引
き
継
い
で
き
た

伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
体
と
な

り
楽
し
め
る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
連
帯
感
を
深
め
、
安
心
、
安

全
で
明
る
く
楽
し
ん
で
生
活
で
き
る

よ
う
な
、
活
気
の
あ
る
地
域
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

古 毎 

六 

伝 地 こ 

市の面積　253.06㎞2

小牧自治会 
（吹上地域） 

　
吹
上
地
域
の
中
心
部
伊
作
地

区
を
形
成
す
る
十
七
自
治
会
の

一
つ
小
牧
自
治
会
。
中
心
街
と

温
泉
街
の
中
間
に
位
置
し
、
平

成
二
十
一
年
六
月
一
日
現
在
で

百
十
一
世
帯
二
百
八
十
八
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
北
に
伊
作
川
、
南
に
湯
之
浦

川
が
流
れ
、
古
い
歴
史
と
古
跡

の
多
く
残
る
環
境
豊
か
な
地
域

で
す
。 

今月の 
表　紙 

こ
ま
き 




